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中国からはいってきて，公園や庭によく植えられている木です。

５ｍｍほどの小さな花はとてもよいかおりがします。雄株と雌株
お か ぶ め か ぶ

がありますが，日本には雄株しかないので実はなりません。
お か ぶ
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鑑賞用のキクは中国のキクを品種改良したものといわれており，
か ん し よ う ひ ん し ゆ か い り よ う

今ではとても多くの品種があります。日が短くなると花がさきはじ
ひ ん し ゆ

めるので，電灯で調節して１年中栽培されています。
で ん と う ち よ う せ つ さ い ば い
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ベゴニアにはとてもたくさんの品種がありますが，葉が左右対称
ひ ん し ゆ た い し よ う

ではなく，雄花と雌花があるという共通のとくちょうがあります。
お ば な め ば な き よ う つ う
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秋を代表する花として花だんや公園などによく植えられていま

す。ポツンとさくコスモスもきれいですが，広いところにたくさん

のコスモスをうえたコスモス畑が各地にあり，とても見ごたえがあ
か く ち

ります。
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秋のお彼岸のころに花がさくので「ヒガンバナ」といいます。
ひ が ん

花がさいたあとに葉が出て，葉はつぎの年の春にはかれてしまい

ます。つまり花と葉がいれちがいにはえてくるというかわったせ

いしつがあります。
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山や林の中の日あたりのよいところによくはえています。よくえ

だ分かれしてたくさんの黄色い花をつけ，さきおわると下を向いて

しまいます。くきを切るととても苦い白い液が出てきます。
え き
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北アメリカから日本にはいってきた草で，すごいいきおいで日本

各地にひろがりましたが，今はすこし落ちついています。くきには
か く ち

ザラザラした毛がはえており，とても大きく成長します。
せ い ち よ う
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明治時代に日本にはいってきた草で，今では全国各地のあき地や
か く ち

あれ地にはえています。この草のように外国から日本にはいり日本

で野生化している植物を「帰化植物」といいます。
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北アメリカからはいってきて，今では北海道をのぞく全国各地の
か く ち

川原や田んぼの近くなどの少ししめったところによくはえていま

す。種にはカギがあり，よく服にくっついてこまります。
た ね
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花はキクににていてイモができるので「キクイモ」といいます。

昔はイモをとるために栽培していましたが今ではほとんどしていま
さ い ば い

せん。道ばたや空き地，どてなどによく群生しています。
ぐ ん せ い
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サクラの木のようすは，夏にくらべてどのようにかわっているか

調べよう。

次の点に注意して観察し，そのようすをスケッチする。そのとき，
か ん さ つ

気づいたことを書く。

葉の色はどうなっているか。１

しるしをつけた１本のえだの２

のびはどうか。

えだになにかできているもの３

はあるか。

観察したときの天気，空気の４
か ん さ つ

温度はどうか。
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春にくらべると，葉は 葉が茶色になり，かれて

大きくなり，数もふえた。 きた。えだは夏のときから

えだも長くなり，茶色っ ほとんどのびていない。

ぽくなってきた。
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秋になると，キミの身のまわりの木の葉は どんな色になるのかな？，

秋になると，緑色だった野山

の木々の葉は赤色や黄色，茶色

にかわっていきます。
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花だんや野原の，草花のようすを調べてみよう。

どのような草花が多く見られるか。１

夏に見られた草花はどうなったか。２
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・ キクやコスモスの花がさいて コスモス

いる。

・ ススキはほが出ている。

・ 野原の草花は，だんだんかれ

始めて茶色になっている。

・ 夏には見られたもので，秋には

見られないものは， ススキノアザミの花

です。
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秋になると ヘチマはどうなるのかな？，

ヘチマのくきののびを調べる。１

ヘチマの実を１つえらび，どうなるか２

を観察し，その中を調べる。
か ん さ つ
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夏から秋にかけて ヘチマのくきののび方はどうかわるのかな？，

下の表は，７月と10月の，それぞれ１日(24時間)にのびたくきの

長さです。右の図は，これをグラフに表したものです。

秋にヘチマのくきが１日にのびる長さは，夏とくらべると 。短い
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ヘチマの実はどうなるのかな？

軽くなった実の中には，たねができている。
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夏，子育てをしていたツバメはどうなったのかな？
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ツバメは，どうして見られなく

なったんだろう。

秋になると，ツバメは育てた子

とともに，あたたかい南のほうに

とび立ちます。

これを，ツバメのわたりといい

ます。

右の図は，ツバメのわたりのコ

ースです。
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夏には小さいよう虫だっ アキアカネが赤く色づい

たトノサマバッタやコオロ ていた。

ギの成虫が，多く見られた。
せ い ち ゆ う
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秋になると，サクラの葉は茶色になり◆

かれてくる。えだはあまりのびない。

秋には，野原の草花は，だんだんかれ◆

始めて茶色になる。

ヘチマは，秋になると実が大きくなって茶色に◆

なり，中にたねができる。

ツバメは秋になると，見られなくなる。◆

夏によう虫だったこん虫は，秋になると成虫に◆
せ い ち ゆ う

なり，たまごをうむ。
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